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西予の魅力を発信し未来に繋げていく拠点施設

建築を通して	
“まちづくり”に参加する

四国西予ジオミュージアム

Concept
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　四国西予ジオミュージアム新築工事監理を担当しました、矢野です。
　本工事は予てより、西予市の魅力の発信と郷土を盛り上げていきたいとの
ご意向が元となり、建築されたまさに看板工事でした。
　未曾有の災害にあわれた地域でありますが、力強く復興へと力を合わせて
いく職員様の姿を間近で感じることができ、深く感銘致しました。
　このジオミュージアムが、西予市並びに地域住民の皆様にとりましてさら
なる発展と時代の継承に繋がりますことを祈念しております。

Q新しい建物の感想をお聞かせください。

　屋内だけでなく屋外にも地域の木材をふんだんに使った特徴ある建物にしていただ
きました。西予市内に広がる多様な地質・地形を中心に、それらと深くつながってい
る生態系や文化などを多面的に紹介している常設展示室の雰囲気とも良くマッチして
いるように感じます。どなたでも安心して楽しく学んでいただける施設ですので、
いろんな方々に訪れてもらえるよう私たちも積極的にPRしていくつもりです。
� （２2023年6月 日本展示学会賞受賞）

Q来館者さんの評判はいかがですか？

　来館されたお客様からは、「木のいい香りがしますね。」と言われることがたびたび
あります。常設展示室の見学では、海・里・山に広がる西予市の豊富な地域遺産を
楽しめ、現地に行ってみたくなったという声もいただきます。
　また、建物の西側と南側には4.0ｍの深い軒が設けられており、軒下は雨や日差しを
避けることができますので、休憩やお弁当を食べたりできるスペースとして、施設を
訪れた皆さんに喜んでもらってます。

Q弊社スタッフの対応はいかがでしたか？

　四国西予ジオパークの拠点施設ということで期待も大きく、設計などに対する要望
も多かったと思いますが、展示だけでなく研修や地域のイベントなどにも活用ができ
るよう様々な工夫を凝らしていただきました。ありがとうございました。

［四国西予ジオミュージアム］高橋館長様

お客さまの

声

株式会社大建設計工務は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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一体感のあるわかりやすいゾーニング
それぞれ独立した機能を持つ空間でありながら
全体としてまとまりのある施設構成としています

　玄関エントランスを抜けるとすぐに西予

ギャラリー回廊があり、小さな展示物たち

が出迎えてくれます。この回廊からジオカ

フェへと続く直線の動線がより開放的で大

きく広く見せジオパークの壮大さを演出し

ています。

　ジオカフェ（交流スペース）は誰でも自

由に出入りできるスペースとして開放感あ

ふれる大空間としています。温かみのある

愛媛県産の木材をふんだんに使い来館者を

包み込み、楽しい時間を演出できるように

工夫しています。

　西予ジオミューズ（常設展示室）はプロ

ポーザルで選ばれた展示業者様との密な打

合せにより展示内容のコンセプトに応じて

床の色を変えるなど、鑑賞者がその世界に

溶け込みやすいように工夫しています。

　企画展示室は多目的な利用を可能にする

ため、可動間仕切りを採用し、小規模展示

室や会議室としての利用ができることはも

ちろん、正面にステージを設けることで、

地域住民の娯楽の場としても利用すること

ができる、多彩な機能を持った空間となる

ように工夫しました。

四国西予
ジオミュージアム

発 注 者：西予市
延床面積：1,102.2㎡
構　　造：鉄骨造平屋建て
施　　工：株式会社 下元工務店
展　　示：株式会社 日展

　西予市は東西に横長い形状となっており、西には複雑に入り組んだ海岸線

（リアス式海岸）があり、中央部の肱川源流域に広がる宇和盆地には遺跡や

古墳、古い町並みが残り歴史を肌で感じられます。

　宇和盆地を流れる黒瀬川には日本最古級の特異な地質を有する黒瀬構造帯

があり、日本で初めて本格的に研究され約4億5千万年前の多様な岩石や

化石が見つかっています。さらに東部の四国カルストには、石灰岩が大きな

特徴のカルスト台地とブナの原生林が広がり、高原を吹き抜ける爽やかな

風に癒されます。

　四国西予ジオミュージアムは、地質・地形から地球を知り、未来を考えて

活動する地域に根付いたジオパークの拠点施設の整備と地域住民の交流の場

を形成するという2つの目標を掲げス

タートしました。

　館内には回廊を介し交流スペースで

あるジオカフェに至り、そこを中心に

右に企画展示室、左に常設展示室を

配置、屋外エリアには芝生が敷かれ

貴重な岩石の展示や遊具も設置し、全体

で利用しやすいミュージアムとなって

います。
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